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4月 14日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員
実態調査データー分析（札医）
吉岡介護予防センター長
5月 20日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員 31日　観桜会（ボウリング大会〉キリンビール園
若年性認知症実態調査報告書作成会議 26日～6月6日
吉岡介護予防センター長 春期職員健康診断
6月 2日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員
市委嘱（再任）吉岡介護予防センター長
7月 ！日　介護予防センター設置変更（札幌市）
I日　居宅介護支援事業所設置変更
@　　（石狩支庁）
14日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員
@　　推進委員会　吉岡介護予防センター長 1∵難ll三1蚤・腰
15日　多賀城市視察　介護予防センター
26日　しらかば会　　（キリンビール園）
26日　日本在宅褥瘡創傷ケア推進研究会
吉岡介護予防センター長　講演
古賀居宅介護管理者　発表
8月 1日　居宅介護支援事業所設置変更 28日　介護新聞　連載企画「若年性認知症」
（石狩支庁） 11回シリーズ（第8回多職種連携）記事
掲載
吉岡介護予防センター長
9月 11日　豊平区第3地区第1町内会第10班介護
予防センター事業　通所リハ窪田
16日　財）介護労働安定センター北海道支部
吉岡介護予防センター長　講師
10月 1日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員 12日～13日
推進委員会　吉岡介護予防センター長 日本薬剤師会学術大会
18日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員 ポスターセッション共同演者
一日相談会　吉岡介護予防センター長 吉岡センター長
18日　豊平区月寒東希望が丘町内会 20日～21日
通所リハ広報　久野・大島 全国地域包括研究大会
ポスターセッション発表
介護予防センター
18日～19日
観楓会（1班〉
25日～26日
観楓会（H班〉
11月 25日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員 第67回　日本公衆衛生学会
推進委員会　吉岡介護予防センター長 ポスターセッション共同演者
吉岡センター長
27日～12月10日
秋期職員健康診断
12月 3日　院内研究発表会
6日　2008年度康和会忘年会
29日　御用納め
1月 21日　介護サービス情報公表調査（訪看） 19日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員 5日　仕事始め
22日　介護サービス情報公表調査（通所） 推進委員会　吉岡介護予防センター長
27日　北海道平成20年度介護保健施設に係 28日　札幌市若年性認知症支援事業推進委員
る集団指導（通所・訪看） 実践から学ぶ認知症ケア研修会（札幌市）
吉岡介護予防センター長（総合司会）
古賀居宅介護管理者　　（実行委員）
2月 16日　札幌市豊平区（運営実地指導相談） 14日　医科・歯科交流発表会記念セミナー 2月3月
介護予防センター 吉岡介護予防センター長報告 札幌市あったかサロン全3回開催
26日　情報公表調査 介護予防センター
居宅介護支援事業所 （老人クラブ2回・町内会1回）
20日　東月寒地区介護予防調整会議
主催　介護予防センター
23日　福住地区介護予防調整会議
主催　介護予防センター
3月 22日　第49回北海道プライマリケア研究会
吉岡介護予防センター長　発表
古賀居宅介護管理者　発表
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O訪問看護ステーションしらかば
　今年度は、目標を「安全対策マニュアルに則った行動」と「サービス担当者との連携に関する評
価」の2点として活動しました。安全対策については後述する研修やマニュアルを通じ大きな事故
なく業務を行えることができました。サービス担当者との連携に関する評価では、ケアの評価がし
ゃすいように記録の改善を行い、院内研究発表会で『訪問看護記録（経過記録）の記載方法の検討一
看護計画を生かす評価の充実を考える一』という演題で発表しました。業務では医療処置マニュア
ル・緊急時マニュアルの見直しを行いました。研修は所内で「緊急時の対応』　「感染症と食中毒』
『倫理規定・法令順守』　『事故発生・再発防止』、所外では認知症ケア・神経難病・褥瘡・胃痩な
どについて参加し、新しい知識・技術を学びサービスを提供しました。満足度調査では、ご利用者
　ご家族様から忌偉のないご意見をいただきその後の業務のあり方や姿勢の見直しの機会となりま
した。6月に事業所が札幌しらかば台病院内から隣接する建物二階に移転し、一階の居宅介護支援
事業所・札幌市豊平区介護i予防センター東月寒・福住と同居しました。地域に開放する「ふれあい
交流会館」もあり、より地域の方々に近い存在になれたのではないかと思います。
O通所リハビリテーション・デイケア
　平成20年度は医師1名、看護師3名、作業療法士1名、介護福祉士4名、社会福祉士1名の計10
名で業務に当たっております。
　平成20年度の総利用数は4，685名、営業日数は269日です。
　20年度の6月より、社会福祉士を新たに起用し、新しい事業展開をめざしています。
　他の事業所への営業・あいさつ回りや、ケアマネージャーとの連携・調整を主な業務とし、利用
者増を目指して、体験利用プログラムの構築などの業務開発を行っております。
　デイケア内のプログラムとして、「健康体操」を追加しました。看護師や、介護福祉士による20
分間の体操となっています。5名～10名程度の利用者を一枠とし、常時職員が2名体制で指導に当
たります。
　1週間交代で「健康体操」　「ひばりちゃん体操」　「整理体操」などのプログラムを用意していて、
今後も随時更新、追加していく予定です。
　現在、通所リハビリテーションやデイサービス等の事業所が増加している中で、勝ち残る為には
直なる事業所の「売り」となるプログラムを開発し、社会福祉士による営業の強化、利用者の受け
入れ体制の構築などに力を注ぎ、売り上げを伸ばしていきます。
O札幌市豊平区介護予防センター東月寒・福住
　平成20年度は、地域包括支援センターブランチとしての活動三年目にあたりました。高齢者など
の総合的な相談と介護予防事業（健康推進事業）を実施し、介護予防の普及・啓発を図ることを主
に活動しています。当センターは、名称の通り、介護予防センターとして、東月寒地区・福住地区
の2地区を受け持っています。緊急時の情報確保ツールとしての「99カード」を地区福祉のまち推
進センターと協働にて作成、啓発普及活動を展開中
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○平成20年度介護予防センター事業活動実績報告
　（市委託実施回数／地域支援事業・24回。介護予防普及啓発活動・36回　計60回以上）
　・地域支援事業：55回《参加者延数1089名》
　・介護予防普及啓発事業：60回　《参加者延数3008名》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計115回　実也
　・総合相談件数：299件
○そのほかの主な事業（研究・講演等）
　・雇用環境改善セミナー［介護労働安定センター］（講師）
　・北海道在宅褥瘡創傷ケアセミナー（講演）
　・第10回北海道保険医会記念シンポジウム（パネリスト）
　・平成20年度全国地域包括支援センター在宅介護支援：センター研究大会（一般演題発表）
　・第49回北海道プライマリケア学術集会（一般演題発表）
　・豊平区市民学習会　認知症と向きあうシンポジウム（記念講演座長）
　・豊平区在宅ケア連絡会の運営・統括（事務局代表）
○公的委嘱委員等
　・札幌市若年性認知症支援事業推進委員
O札幌しらかば台病院居宅介護支援事業所
　平成20年度は、　「介護保険法を遵守した行動と実施」という目標に沿って、利用者主体のサービ
ス展開を基盤とし、個人情報に配慮したモニタリングの実施と記録の整備、サービス担当者会議の
開催（サービス照会の実施を含む）に取り組みました。また、昨年度に引き続き、介護予防給付に
変更になった利用者、介護給付に戻った利用者の対応についても、各地域包括支援センターとの連
携を図ることで円滑に運ぶことができました。
　ケアマネジメントの実践について、パネリストとして「北海道在宅褥瘡創傷ケアセミナー」発表、
「第49回北海道プライマリケア学会」にて一般演題として症例を発表することができました。また、
自己研鐙のために、各種介護i支援専門員に対する研修、および豊平区在宅ケア連絡会に積極的に参
加し、地域との連携が取れるよう努めました。
　第3回目の「介護サービス情報の公表」についても、昨年度に引き続き、「極めて優良」との講
評にて終了しました。これも、普段からの仕事の積み重ねによるものと考え、来年度に向けても、
努力していきたいと考えています。
また、札幌市豊平区介護予防センター東月寒・福住の兼任職員（アシスタント）として、札幌市に
登録し、行政機関の一環：として担当地区において地域支援事業や介護予防活動にも取り組み、実践
しました。その成果を「平成20年度全国地域包括支援センター在宅介護i支援センター研究大会」に
て発表することができました。発表内容である緊急時の情報収集ツールとしての「99カード」の普
及・啓発に努めたいと思います。
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